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気液平衡は蒸留プロセスを考察するときの必須デー

タであり，筆者らはアントワン定数とNRTLパラメー

タの決定を一日で決定しえる自動気液平衡測定装置
1-3)を提案している． 

本研究は，蒸留分離が可能か否かを判定する際に有

用な residual curve
4-6)を自動気液平衡装置で決定する手

法を提案するものであり，検討した系はメタノール＋

エタノール＋水、PGME＋PGMEA＋水系ある． 

１１１１．．．．自動気液平衡測定装置自動気液平衡測定装置自動気液平衡測定装置自動気液平衡測定装置 

気液平衡測定装置の略図を図１に示す。 

   図１ 自動気液平衡測定装置の概略図 

本装置は試料測定部，純水沸点測定部，圧力制御部，

および測定データ解析システムから構成されている．

本装置の主たる特徴は以下の通りである． 

① 誰にでも扱えるように気液の組成分析を必要とし

ないPTx法を採用した． 

② 加熱調節，装置内の圧力調節，測定データのコン

ピュータへの伝達の 3 項目の測定者の熟練度を必

要とする項目を自動化した． 

２２２２．．．．Residual Curveのののの計算計算計算計算式式式式 

    単蒸留の数式モデル 4)を考えると，物質収支から次

式が成り立つ． 

DdtdU −=/                           (1) 

ii yDdtxUd ⋅−=⋅ /)(  (i=1,2,3)         (2) 

ここで、Uは残液のホールドアップ量，Dは留出量，

xiは液相組成，yiは気相組成である．添字の iは成分を

表わす． 

 次に全微分を展開し，式(2)に式(1)を代入して，変形

すると次式が得られる． 

dtdUydtdUxdtUdx iii /// =+          (3) 

dtdUxydtUdx iii /)(/ −=               (4) 

iii xydUUdx −=/                       (5) 

ここで，ある組成を初期値として，式(5)をUについて

数値積分を行うことで，1 つのパスを求めることがで

きる．同時に次ぎの式(6)を積分して反対方向のパスを

たどることができる． 

)(/ iii xydUUdx −−=                    (6) 

式(5)および式(6)が，本研究でResidual Curveの計算に

用いた式である． 

３３３３．．．．Residual Curveのののの計算結果計算結果計算結果計算結果 

 検討した系はメタノール＋エタノール＋水系と

PGME＋PGMEA＋水である．図２にPGME＋PGMEA

＋水で決定した residual curveを図2に示す。 
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図２ PGME＋PGMEA＋水系の residual curve 

 

まとめまとめまとめまとめ 

多数の residual curveをまとめたデータ集を作成すれ
ば工学的に有用であろう。 
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